
①

⇒

⇒

⇒
主体的に学習に取り組
む態度

Ｒ５年度さいたま市学習状況調査「課題の解決に向けて、自分
で考え、自分から取り組んでいましたか」の質問項目において、
肯定的な回答の割合を９０％以上にする。

全ての授業において課題を設定し、解決の見通しをもた
せ、自力解決する場面を設定する。また、「Teams」や
「Forms」を活用し、自己の振り返りができる時間を設定
する。

知識・技能
R4年度全国学力・学習状況調査の自校結果より、国語・数学の
「知識・理解」において３ｐｔ向上させる。

「スタディサプリ」での家庭学習を配信し、基本的な知識・
技能に関する問題の反復・習熟を行う。その際、生徒の学
習履歴を確認し、生徒への支援につなげていく。

思考・判断・表現
R4年度全国学力・学習状況調査の自校結果より、国語・数学の
「思考・判断・表現」において３ｐｔ向上させる。

「ミライシード」や「Teams」などの機能を有効に活用し
て、教師と生徒、生徒同士の思考の共有化を図る。また、
ヘッドセットやタッチペンを活用した表現活動を行う。

目　標 策

　　　　　　　　　　　　　目　標 ・ 策

③

⇒

⇒

思考・判断・表現 変更なし ⇒ 変更なし

主体的に学習に取り組
む態度

変更なし 変更なし

知識・技能

R５全国学力・学習状況調査の数学の「知識・技能」において、全
国平均より-0.4ｐｔとなり、課題が見られたため、方策を追加
し、さいたま市学習状況調査において、Ｒ５年度の平均正答率
と比較し、１ｐｔ向上を目指す。

日常的に、すき間時間をより一層活用し、スタディサプリや基本の演
習問題を繰り返し行うことを促し、演算処理でのケアレスミスがなく
なるよう指導する。また、今の自分に必要なことが何であるかを考え
実行する授業展開を心がけ、それぞれの学習活動が自走したサイクル
となるよう努める。

　中間期見直し（全国学力・学習状況調査結果分析後）

目　標 策

中１

中３

中２

④ 　　　　さいたま市学習状況調査結果・分析

主体的に学習に取り組
む態度

知識・技能

思考・判断・表現

⑤ 　　　　　　　　目標・策の達成状況 評価（※）

思考・判断・表現

数学では、「数と式」及び「図形」、「データの活用」の領域で無解答率が高かった。また、英語では、「社会的
な話題に関して読んだことについて、考えとその理由をかく」「日常的な話題について、事実や自分の考え
などを整理し、まとまりのある文章をかく」ような「書くこと」に課題が見られた。複数の知識や技能を組み
合わせて表現する問題に課題があると考えられる。

主体的に学習に取り組
む態度

R５年度全国学力・学習状況調査「課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいましたか」の質
問項目の、肯定的な解答の割合が78％で、目標に達しなかった。より一層、子ども主体の学びとなるよう
教職員が授業改善に努める。

② 全国学力・学習状況調査結果・分析

知識・技能
R５年度全国学力・学習状況調査の「知識・技能」において、R４年度の自校の結果と比較し、国語－４ｐｔ、数
学－８ｐｔであった。国語については、「言葉の特徴や使い方に関する事項」及び「情報の扱い方に関する事
項」に課題がある。

主体的に学習に取り組
む態度

知識・技能

思考・判断・表現

⑥ 　　　　　　　次年度への課題と改善策

※評価 Ａ ８割以上（達成） Ｂ ６割以上（概ね達成） Ｃ ６割未満（あと一歩）
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